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選挙規則ならびに選挙細則に基づき，標記意向調査を実施いたしました．

法人の代表理事は法律により，理事会において選任することが定められています．学会の代表理事となる会長およびその

補佐役の副会長を選出するにあたり，会員の皆様の意向を伺うためにこの調査を行いました（※）．

意向調査の結果は，下記のとおりとなりましたのでご報告いたします．

１）意向調査の実施結果

有権者総数 3790名

意向調査用紙発送数 3725通

総投票数 903通

２）開票結果 （白票　29通，無効　６通）

会長意思表明者（得票数）

1 渡部 芳夫（834）

副会長意思表明者（得票数）

1 山本 高司（800）

2 松田 博貴（825）

※理事会規則第２章　役員の選任，第３条（会長，副会長，執行理事の選任）参照．

第２章　役員の選任

（会長，副会長，執行理事の選任）

第３条　理事会は，役員改選後の第１回理事会において，会長および副会長候補者を選任する．なお，選任にあたっては，

会員の意向投票を尊重する．

会長・副会長立候補意思表明者にたいする
意向調査結果報告

2016年１月13日

一般社団法人日本地質学会　

選挙管理委員会委員長　金澤 直人

開票立会人　巌谷 敏光

開票立会人　村上 瑞季
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表2：会長・副会長立候補意思表明者にたいする意向調査結
果報告
表3：特別割引販売のお知らせ：日本地方地質誌　7．四国地
方

年頭にあたって（一般社団法人日本地質学会　会長　井龍康
文） ……2

日本地質学会第123年学術大会　日本大学文理学部キャンパ
ス（東京・桜上水）にて，2016年9月10日（土）～12日（月）
に開催／トピックセッション募集　締切2016年 3月14日
（月）／大会に向けてのスケジュール／優秀ポスター賞がエントリー
制になります ……4

案内 ……6
平成27年度Project A in奄美大島のお知らせ／平成27年度ESR応用計
測研究会・第40回フィッション・トラック研究会・ルミネッセンス
年代測定研究会合同研究会／第53回アイソトープ・放射線研究発表
会発表論文の募集／IGCP608「白亜紀アジア－西太平洋生態系」の
第４回国際研究集会1st Circular配付のお知らせ

公募 ……6
東北大学大学院理学研究科地学専攻教授公募

CALENDAR ……7

紹介 ……8
ネパールに学校をつくる：協力隊OBの教育支援35年　酒井治孝 著

（小川勇二郎）

TOPIC ……9
「日本地方地質誌」完結と「The Geology of Japan」出版：日本地質学
発展のランドマーク（石渡　明ほか）

Island Arc 編集委員長就任にあたって（武藤鉄司・田村芳彦）／
Vol. 25 Issue １日本語要旨 ……11

支部コーナー ……13
関東支部：2016年度支部総会・地質技術伝承会および支部幹事選出
のお知らせ／サイエンスカフェ　実施報告

院生コーナー ……14
九州第四紀露頭見学会in姫島（正岡祐人）

2016年度の会費払込について／災害に関連した会費の特別措置のお
知らせ／2016年度割引会費受付中 ……16

追悼 ……18
正会員　尾田太良宣誓を偲んで（海保邦夫）

巻末　預金口座振替依頼書

日本地質学会News 19（１） 1

Vol.19 No.1 January 2016
The Geological Society of Japan News
一般社団法人日本地質学会
〒101－0032 東京都千代田区岩本町２－８－15 井桁ビル ６F
編集委員長　小宮　剛
TEL 03－5823－1150 FAX 03－5823－1156
main@geosociety.jp（庶務一般）
journal@geosociety.jp（編集）
http://www.geosociety.jp

Contents

日本地質学会News

印刷・製本：日本印刷株式会社　東京都豊島区東池袋4－41－24

1月 January 2月 February

第 6 回惑星地球フォトコンテスト：ジオパーク賞

「太古の跡の砂滑り」

写真：竹之内範明（静岡県）

【撮影場所】静岡県下田市田牛サンドスキー場
【審査委員長講評】爆発的な噴火を物語る太古の海底堆積物の
前にあるのは，海岸から強風に運ばれてきた砂でできた斜面．
お父さんと子供（？）が，背景の地層には見向きもせずにそり
遊びに興じているようすが微笑ましく感じられます．傾斜した
地層とそりの滑り跡が対照的で，作品を印象深くしています．

【地質的背景】背景に見える礫と砂からなる互層は海底火山の
噴出物で，白浜層群という鮮新世の地層です．画面中央付近を
よく見ると葉脈のように枝分かれした黒い筋が３本ほど見えま
す．これは岩脈と言って，地下でマグマが上昇してくるときに
地層を割って入ってきた跡です．ただ，普通，岩脈というもの
は地層を縦にスパッと割って入り，厚さもメートルオーダーは
あるものです．ここの岩脈はとても薄く，枝分かれも多いため，
なんとなくヨロヨロとした印象を受けます．あまり典型的でな
い，珍しい岩脈ですが，どうしてここではこのような岩脈が出
来たのか，詳しい研究はまだされていないようです．（神奈川
県温泉地学研究所　萬年一剛）

表 紙 紹 介



2

2016（平成28）年の年頭に当たり，日本地質学会理事会

を代表して，会員の皆様にごあいさつを申し上げます．こ

こでは，１年間の本学会の活動を総括し，今後の活動方針

を示したいと思います．私の任期も半年を切りましたが，

一つでも多くの案件がこなせるよう，最後まで尽力して参

りたいと思っております．

長野での学術大会では，「日本の要で地質学ズラ」のテー

マのもとに，一般シンポジウム「北部フォッサマグナ ―東

西日本の地質境界：過去，現在，そして未来―」，国際シン

ポジウム「東アジアのテクトニクスと古地理」，「法地質学

の進歩」が開催され，609件の口頭・ポスター発表が行われ

ました．また，市民講演会では三宅康幸氏による「信州の

火山を知ろう」と塚原弘昭氏による「糸静構造線活断層地

震が起きたとき，長野盆地・松本盆地の震災は」という2件

の話題提供があり，防災に関心のある多数の市民が参加し

ました．一昨年の鹿児島での学術大会に続き，本大会でも

活発な国際交流が行なわれ，上記のように２つの国際シン

ポジウムが行なわれたほか，大会期間中に台湾地質学会と

の学術交流協定が締結されました．巡検は，市民向けのア

ウトリーチ巡検を含む，８コースが行なわれ，いずれも充

実した内容であったと好評でした．また，大会期間中には，

本学会が共催して，「地質情報展2015ながの　知っています

か信濃の大地」が長野市生涯学習センターで行われました．

あいにく，長野市では週末が父兄参観日であったためと思

われますが，例年よりも来訪者が少なかったことは残念で

した．本大会は地方での開催であったにも関わらず，922名

もの参加者があり，活発な学術発表，国際交流，アウト

リーチ活動が行われたことより，成功と総括してよいと思

います．共催していただいた信州大学，信州大学理学部，

信州大学工学部，後援していただいた長野県地質ボーリン

グ業協会，ながの観光コンベンションビューローに深く感

謝いたします．また，現地実行委員会の公文富士夫委員長，

保柳康一事務局長，信州大学の教職員・学生の皆様，中部

支部の皆様，行事委員会と学会事務局の方々，株式会社日

本旅行松本支店，その他の信州大会実施に御協力いただい

た方々に厚く御礼申し上げます．

地質学雑誌は本学会の根幹をなす月刊学術誌であり，そ

の安定した出版と内容の充実は，本学会にとって最も重要

です．しかし1990年代以来，投稿数が減少し，2014年には

１号あたりの掲載数が２～３編という状態にまで落ち込み

ました．この傾向は，2015年になっても改善される見込み

がなかったため，地質学雑誌編集委員会は，学術大会の巡

検案内書を地質学雑誌に収録する方針を採るに至り，これ

により原稿不足は一時的に解消しています．邦文誌が原稿

の確保に苦慮しているのは，日本地質学会に限ったことで

はなく，国内の多くの学会が直面している問題です．この

問題を解決するには，会員の皆様の積極的な投稿をおいて

他に方策はなく，来年度以降，専門部会と連携した投稿促

進策等を講じたいと思います．一方，国内外におけるオー

プンサイエンスの推進に対応して，学術雑誌の電子化およ

びオープンアクセス化が進行している中で，地質学雑誌の

出版体制は旧来のままであり，今後，議論が必要と思われ

ます．Island Arcは2011年の投稿数の大幅減と，その影響

による2012年のページの激減から回復基調にあります．し

かしながら，インパクトファクターは，ここ数年間1.0をわ

ずかに上回ったところで停滞しています（2015年のIFは

1.148）．国際的な認知度を高める取り組みを進めるととも

に，ホットな話題の特集号，レビュー論文，地質標準（地

質年代や標準試料）に関する論文等を積極的に掲載する

“攻めの編集方針”が必要と思われます．なお，Island Arc

は2016年より季刊から隔月刊となります．これにより，受

理原稿の迅速な出版が促進されると期待されます．研究活

動における不正行為が社会問題化していることを重く受け

止め，不適切なオーサーシップと二重投稿に対する対応が，

地質学雑誌の投稿規定に加わります．機関リポジトリに掲

載済の論文が地質学雑誌に投稿された場合の対応に関して

は，二重投稿とみなさないことにしました．

本学会がサポートし，ロンドン地質学会が発行する

「Geology of Japan」は，編集作業が完了し，2016年夏まで

に出版される予定です．本書籍は，これまでに出版された

数冊の「Geology of Japan」というタイトルの書籍とは異

なり，日本地質学会の会員が，企画から関わったものであ

り，日本地質学会会員の学術面の充実ぶりを表していると

評価されます．

本学会は，地質災害に対して，長年の研究成果に基づく
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地質情報に精通する学術団体という立場から，社会の期待

する情報を迅速に発信する使命があります．昨年発生した

大規模地質災害のうち，ネパール地震については，酒井治

孝会員（京都大）に地質と発生メカニズムを解説する記事

を依頼し，同記事を地質学会HPを通じてインターネット配

信するとともに，ニュース誌にも掲載しました．また，羅

臼町の地すべり，口永良部火山の噴火については，それぞ

れ道総研地質研究所，産総研地質調査総合センターの情報

にリンクする形で，地質学的背景を学会HPを通じて迅速に

発信しました．さらに，阿蘇中岳の噴火については，会員

が所属する博物館から噴火時の写真を提供していただき，

ニュース誌に掲載しました．

普及活動に関しては，ジオパーク推進活動がさらに前進

し，現在，国内ジオパーク総数は39に達し（Mine秋吉台，

三島村・鬼界カルデラ，栗駒山麓ジオパークが新たに加わ

る），うち世界ジオパークは８地域（アポイ岳が新たに加わ

る）となり，着実に増加しつつあります．地学オリンピッ

クも参加者が着実に増加しており，昨年も世界大会で日本

代表が金メダルを獲得しました．書籍出版では，本学会編

の地方地質誌のうち未出版であった東北・四国が脱稿し，

2016年度中には刊行予定です．これで，日本地質学会編の

日本地方地質誌が完結となります．また，リーフレット

「長瀞たんけんマップ」の査読が終了し，2015年度内には出

版予定です．2010年発行の「城ヶ島たんけんマップ」は売

れ行きが好調で，3000部を増刷しました．地質の日の取り

組みや惑星地球フォトコンテストが定着し，「友の会」や若

手会員を主な対象とした情報交換サービス（SNS）「ちーと

も」の利用が着実に増加しつつあります．さらに，本学会

が一般に販売する広報誌「ジオルジュ」は，順調に発行さ

れ，高い評価が定着しています．

日本地質学会選「県の岩石・鉱物・化石」の選定に関し

ては，選考委員会案に基づいて，執行理事会案が作成され

たところです．今後，理事会および支部の意見を伺いなが

ら，最終案を確定させ，発表を行ないたいと考えています．

その後，直ちに出版に向けた準備を始める予定です．なお，

本事業に関しましては，選考が当初の予定より遅れてしま

い，会員の皆様に御心配をかけるとともに，発表を楽しみ

にされていた市民の方々を失望させてしまいましたことを，

深くお詫び申し上げます．

国内の関連業界や社会への対応としては，本学会への業

務の依頼や委託に対応できる体制のもと，取り組みが充

実・拡大しつつあります．また，昨年の秋に地質調査研修

を実施しました．

地学教育に関しては，地学の教科書間で記述が大きく異

なっているという問題に対して，ワーキンググループを組

織して検討を行い，その結果を提言としてまとめ，関係機

関・関係者に送り，改善を求めました．

昨年の国際交流事業の中で特筆すべきイベントとして，

９月25日にロンドンにおいて，ロンドン地質学会と日本地

質学会の共催企画として開催されたArthur Holmes Meeting

2015を挙げることができます．両学会の共催企画は2014年

に鹿児島で開催された日本地質学会の学術大会でも行なわ

れており，今回はそれに続く２回目の企画でした．この会

議は世界で最初に設立されたロンドン地質学会の本部を会

場とし，その後のレセプションは在英日本大使館で行われ

ました．また，大韓地質学会との交流は着実に進展しており，

昨年は，済州島で開催された「2015 Fall Joint Conference of

Geological Science of Korea」に私が招待され，大韓地質学

会会長を始めとする執行部の方々と会談しました．会談は

終始友好的な雰囲気で，両地質学会の協力体制を維持・発

展することで合意しました．また，前記のように，長野で

の学術大会では，２つの国際シンポジウムが開催され，大

会期間中には台湾地質学会との学術交流協定を締結しまし

た．現在，ベトナム地質学会およびネパール地質学会と学

術交流協定の締結を目指して準備を進めております．今後，

国際交流をさらに活性化し，日本地質学会が東アジアの地

質学をリードする存在となることを目指します．

2016年度の事業計画につきましては，今後の理事会にお

ける議論を経て策定するところですが，以下の事案などに

努めていきたいと思います．

１．東京・桜上水における学術大会の成功．

２．地質学雑誌およびIsland Arcの安定した出版と優れた

論文の確保のための組織的な取り組みの展開．

３．学術交流協定を締結している海外の学会との連携・交

流の強化・発展．同協定未締結学会との協定締結に向け

ての交渉．

４．地質図記号の国際標準化と普及ならびに層序単元登録

の体制整備．

５．第10回国際地学オリンピック（2016年８月日本開催）

成功に向けた組織的支援．

６．日本の地質学を代表する立場にたった，学会声明や会

長コメントの積極的表明．

７．地学教育の充実に向けた取り組み．

８．電子メディアによる情報発信，出版，アウトリーチ活動

の積極的展開．「県の石」のプロモーション活動と書籍化．

９．地質技術者の継続教育の充実．

10．防災・減災に対する積極的取り組みの実施．

11．学会組織の強化．

12．２年後の本学会設立125周年記念事業への取り組み．

13．フィールドマスター認定制度の設計．

末筆ではありますが，今年の皆様の御健康および研究・

事業の発展を祈念して，年頭の挨拶といたします．
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日本地質学会は，関東支部の支援のもと東京都世田谷区
の日本大学文理学部キャンパスにて，第123年学術大会

（2016年東京・桜上水大会）を「ジオハザードと都市地質学」
というテーマで９月10日（土）から12日（月）に開催いた
します．いつもの金曜日から日曜日の開催とは若干異なり
ますので，ご注意ください．

巡検は13日（火）～15日（木）および10月１日（土）（地
学教育関係巡検）に開催します．また，サイエンスカフェ，
ショートコース，さらに今回初めての試みとして，会員の
家族の方向け巡検なども計画しております．

前回，関東地区で開催された第118年学術大会（水戸大会，
茨城大学，2011年）は，東北地方太平洋沖地震が発生した
年でした．大会期間中にも比較的大きな余震があったこと
を記憶しています．その後，2013年に東京オリンピックの
開催が決まり，競技場を含め多くの人々を迎える準備に国
を挙げて取りかかっています．しかしご存知のように，こ
の間も各地で多くの災害が発生しています．関東地方では
昨年度に９月に茨城県，栃木県を中心に記録的な降水があ
り，大きな水害となりました．また，箱根火山の活動が活
発化し，観光業などに大きな影響を与えました．このよう
な災害に対する危険性は，恐らく今後も低くなることはな
いでしょう．関東地方では東京を中心に一極集中と云われ
るように，多くの人口を抱えています．今回，会場となる
日本大学文理学部がある世田谷区の人口は，全国41位の山
梨県の人口を上回っています．東京23区内で優に数県分の
人口を抱えている状況です．大きな災害が発生した場合，
深刻な状況になることが予想されます．また一方では，マ
ンション基礎工事のデータ偽装問題が明らかになりました．
さらには，地下水位上昇に伴う，東京駅の浸水トラブルも
ありました．市民の災害や都市地質に関する関心は高まっ
ているものと思います．そのような中で，“一般社団法人日
本地質学会”はどのような社会貢献ができるでしょうか．
これは大きな課題です．今回の学術大会では，少しでもこ
の課題を皆様に考えていただくきっかけになればと思い
「ジオハザードと都市地質学」というテーマ設定をいたしま
した．市民講演会も「ジオハザードと都市の地質学」とい

うほぼ同様のテーマで行い，一般市民の方々にも，同じ課
題を考えていただきたいと考えております．

さて，今回は日本大学文理学部と私学での開催となりま
す．本学部には私学として伝統のある地質系学科があり，
これまでに多くの卒業生を地質分野に輩出してきました．

会場となる日本大学文理学部キャンパスの一番のアピー
ルポイントは，その利便性の良さです．下車駅（京王線下
高井戸駅または桜上水駅）は，京王線で新宿駅から10分程
度と非常にアクセスしやすい位置にあります．各駅からも
徒歩８分という便利な場所にあります．周辺には，コンビ
ニエンスストアや飲食店が数多くあります．昼食は，夏季
休業中のため学生食堂が使用できませんが，これらのお店
も合わせてご利用ください．また新しく大きな校舎で，照
明設備やディスプレイも充実しており，表彰式・記念講演
会を除けば（同キャンパスの百周年記念館で開催を予定），
地質情報展，懇親会を含め全てを３号館という１つの建物
内で行うことが可能になりました．会場移動の煩わしさか
らは解放された大会になると思います．これまでの大会で
は，移動の関係で大会の全てを俯瞰することがしばしば困
難でしたが，この機会に参加される皆様に全体を俯瞰して
いただき，今後のより良い大会へのご意見を頂ければとも
思っております．

なお，昨今の都内周辺の宿泊状況を考慮すると，ご自分
で宿泊先を取られる方は，より広い範囲を視野に早めに押
さえられた方が良いと思われます．

東京・桜上水大会の成功に向けて，大会実行委員会，日
大学文理学部，関東支部幹事一同努力を重ねております．
実りの多い大会になりますよう，皆様のご参加を是非お待
ちしております．

大会予告はニュース誌５月号を予定しております．

2016年日本地質学会東京・桜上水大会実行委員会
委 員 長　高橋正樹
事務局長　笠間友博
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日本地質学会第123年学術大会
日本大学文理学部キャンパス（東京・桜上水）にて，
2016年 9 月10日（土）～12日（月）に開催

Infomation

東京・桜上水大会に向けてのスケジュール
123年学術大会（東京・桜上水大会）に向けてのスケジュールの概略をお知らせします．例年とほぼ同じ日程です．各項目に

関して，余裕をもってご準備お願いします．

１月末（ニュース誌1月号）トピックセッション（TS）募集開始
３月14日（月） TS募集締切
５月下旬（ニュース誌５月号） 長野大会予告記事．演題登録・講演要旨受付開始
６月29日（水） 演題登録・講演要旨受付締切．ランチョン・夜間小集会申込締切．
８月上旬　巡検参加申込締切
８月中旬　大会参加登録・懇親会参加申込締切
９月10日（土）～12日（月）地質学会第123年学術大会（東京・桜上水大会）
９月13日（火）～15日（木）ポスト巡検

東京・桜上水大会ニュース
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東京・桜上水大会ニュース

第123年学術大会（東京・桜上水大会）は，関東支部のご協
力のもと，日本大学文理学部（世田谷区）をメイン会場として
2016年９月10日（土）～12日（月）に開催されます．関東平野
部でも東日本大震災以降，地震災害や防災について関心が高ま
り，地質学会学術大会は，一般市民の方をはじめ，多くの方か
ら注目されるものとなるでしょう．東京・桜上水大会では，多
くのセッション開催を可能にするよう，必要十分数の会場（部
屋）を確保する予定です．ポスター会場については，近年のポ
スター発表重視の方向を満たすスペースを確保します．

トピックセッションを下記要領で募集します．本大会も前回
同様，シンポジウムの一般募集はありません．シンポジウムは
東京・桜上水大会実行委員会および学会執行部が企画します．

１．セッション概要
セッションは例年通り「レギュラーセッション」，「トピック

セッション」，「アウトリーチセッション」に区分します．レギ
ュラーセッションは前回の長野大会と同じ25タイトルを予定し
ています（レギュラーセッションは３月下旬に行事委員会が決
定します）．

２．トピックセッション募集
トピックセッションは，広く地質学の領域に属し，これから

新分野あるいは注目すべき分野になりそうな内容を扱うものと
します．形式はレギュラーセッションと同じです（口頭発表お
よびポスター発表：口頭発表は15分間で，進行も15分刻み）．
多くの参加者が見込まれる，魅力あるセッションを積極的にご
提案ください．締切後，行事委員会が応募内容を慎重に検討し，
最大8件程度のトピックセッションを採択する予定です．

３．トピックセッション招待講演
トピックセッションの招待招待には前回（長野大会）と同じ

ルールを適用します．
１）招待講演は１セッションにつき最大２名とし，会員，非会

員を問いません．世話人が「自分を招待する」ことは認め
ません．

２）発表時間（質疑応答を含む）は世話人が15分または30分の
いずれかを選択できます．なお，１人の発表者（招待講演
者を含む）が１つのセッションで口頭発表できるのは１件
です．

３）招待講演者の選定理由とその裏付けとなる情報（セッショ
ンテーマに関連した代表的な論文，著書等）が必要です．

４）会員招待講演者が招待講演の他に非招待の発表を１件申し
込む場合，発表負担金はかかりません．さらにもう１件

（招待講演の他にセッションで２件）発表する場合は負担
金がかかります．

４．応募方法
トピックセッションを応募する会員は，次の項目内容を日本

地質学会行事委員会宛（main@geosociety.jp）にe-mailでお申
し込み下さい．
１）代表世話人（＝連絡責任者，会員に限る）の氏名（和・英），

所属（和・英），メールアドレス，緊急時の電話番号
２）セッションタイトル（和・英）

３）共同世話人の氏名（和・英），所属（和・英），メールアド
レス

４）趣旨・概要（400～600字）
５）招待講演の有無

有の場合
5-1）招待講演者の氏名（和・英），所属（和・英），会員/非

会員の別
5-2）招待講演の発表希望時間（15分または30分）
5-3）招待講演者の選定理由（100～200字）
5-4）選定理由の裏付けとなる，セッションテーマに関連し

た代表的な論文・著書等
６）他学協会との共催希望の有無，有の場合は名称
７）時間（原則半日（３時間）以内ですが，詳細はお問い合わ

せください）
８）地質学雑誌またはIsland Arcへの特集号計画の有無（でき

る限り特集号を計画してください）
９）その他（英語使用等）

５．採択方法
応募多数の場合や他セッションと内容が重複する場合，行事

委員会は学術的なインパクトや緊急度を考慮して採択を決定し
ます．採択されたトピックセッションはニュース誌５月号（５
月末発行予定）で公表し，講演募集を行う予定です．演題登録

（講演申込，講演要旨投稿）締切は６月下旬を予定しています．

６．非会員招待講演者の参加登録費
非会員招待講演者に限り参加登録費を免除します（ただし要

旨集は付きません）．

７．世話人が行う作業（７月）
代表世話人には，講演要旨校閲，講演順番決定などの作業を

７月中旬に行っていただきます（詳細は採択後にお知らせしま
す）．その期間，代表世話人は電子メールで添付ファイルを送
受信できるようにして下さい．野外調査や乗船等で通信が制限
される場合は，共同世話人（代理）にあらかじめ作業を依頼し，
その旨を行事委員会に必ず報告してください．

ご不明の点があれば行事委員会（main@geosociety.jp）まで
お気軽にお問い合わせください．

トピックセッション募集　締切2016年3月14日（月）
日本地質学会行事委員会

Infomation

優秀ポスター賞がエントリー制になります
学術大会のポスター発表による講演は，１日あたり約80

～100件で，３日間あります．優秀ポスター賞の審査は１
日あたり８名で３日間，のべ24名で行っています．約100
件のポスター内容を審査することは時間と労力を要し，審
査委員に相当な負担となっています．2014年大会より審査
手順簡素化など努力してきましたが，なお，その負担が大
きいものです．そこで，他学会でも採用されている優秀ポ
スター賞のエントリー制を導入することになりました．具
体的な手続きに関しましては，決定し次第お知らせします．



日本地質学会News 19（１）6

申込締切　２月５日（金）17時（発表タイトル）

２月16日（火）17時（アブストラ

クト）：参加表明した方にひな形

を送ります．

（早めのチケット購入をお勧めします．）

主催：地球全史研究会（Project A），瀬戸内

町立図書館・郷土館

日程：2016年３月４日（金）～８日（火）

主会場：瀬戸内町公民館

３月４日（金）

18:00 アイスブレーカー

３月５日（土）

（午前）研究発表会

（午後）瀬戸内町民講演会「天変地異と奄

美の自然・文化」

３月６日（日）

（終日）研究発表会

３月７日（月）～３月８日（火）

巡検（奄美大島南部）．出発：瀬戸内町，

解散：奄美市を予定

参加費（予定）

大学教員・研究者：４万円（現地宿泊代４泊，

移動費，食費含む）

学生：１万円（現地宿泊代４泊，移動費，食

費含む）

目的および参加者：地球の歴史に関連する最

新の研究報告（卒論・修論・博士論文なども

OK）．様々な分野・所属・年齢の方々との交

流により，新しい地球科学を模索する！

問い合わせ先

伊藤　孝（029-228-8268，

takashi.ito.geo@vc.ibarkai.ac.jp）

清川昌一（092-802-4254,

kiyokawa@geo.kyushu-u.ac.jp）

詳しくは，HPをご参照ください．

http://www.archean.jp

日時：2016年３月４日（金）～６日（日）

平成27年度
ESR応用計測研究会・第40回
フィッション・トラック研究会・
ルミネッセンス年代測定研究会

合同研究会

平成27年度 Project A 
in 奄美大島のお知らせ

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

教員・職員公募等の求人ニュ

ース原稿につきましては，採

用結果をお知らせいただけま

すようお願い致します．

公募

募集人員：教授１名

所属講座：地学専攻，地圏環境科学科環境地

理学講座

募集分野：地学専攻，地圏環境科学科環境地

理学講座における地形学及びその関連分野

の研究と教育を中心となって推進し，地学

専攻や他専攻，他研究科等，学内外の研究

東北大学大学院理学研究科
地学専攻・教授の公募

会場：しいのき迎賓館3F セミナールームB

（石川県金沢市）

研究会案内：http://ftrgj.org/activities.htm

プログラム（暫定）：

http://earth.s.kanazawa-u.ac.jp/chronology/

2016workshop/top.html

研究会の詳細につきましては，下記までお

問い合わせください．

研究会世話人：金沢大・長谷部徳子

（hasebe@staff.kanazawa-u.ac.jp）

この研究発表会は，様々な専門分野の研究

者が一堂に会し，アイソトープと放射線の理

工学，ライフサイエンス，薬学，医学への利

用技術を中心とした研究およびその基礎とな

る研究の発表と討論を行い，各分野間の知見

と技術の交流を図るものです．奮ってご参加

くださいますようお願いいたします．

主催　日本アイソトープ協会

共催　日本地質学会ほか

会期：2016年７月６日（水）～８日（金）

会場：東京大学弥生講堂（東京都文京区弥生

１-１-１）

発表論文の申込締切：2016年２月26日（金）

発表論文の内容：各研究分野において，専門

的な成果を得た放射性同位体，安定同位体

や放射線の利用研究，およびこれら利用の

基礎となる研究とします．発表論文には未

発表の部分が含まれている事が必要です．

申込方法：日本アイソトープ協会WEBサイ

ト（http://www.jrias.or.jp/）内の専用

ページからお申込下さい．

問い合わせ先：アイソトープ・放射線 研究

発表会 事務局

公益社団法人日本アイソトープ協会

学術振興部　学術・出版課

TEL：03-5395-8081 FAX：03-5395-8053

e-mail：gakujutsu@jrias.or.jp

活動４年目を迎えたIGCP（地質科学国際

研究計画）608「白亜紀のアジア－西太平洋

地域の生態系システムと環境変動」（略称：

「白亜紀アジア－西太平洋生態系」）の，第４

回国際研究集会を案内するFirst Circularの

配布を開始しましたので，皆様にご案内しま

IGCP608「白亜紀アジア
－西太平洋生態系」の
第 4 回国際研究集会

1st Circular配付のお知らせ

第53回アイソトープ・放射線
研究発表会発表論文の募集

す．

IGCP608 第４回　国際シンポジウム

日程：2016年８月15日（月）～17日（水）

開催場所：ロシア・ノボシビルスク

ロシア科学アカデミーシベリア支所

Trofimuk 石油地質地球物理学研究所

開催母体：IGCP608第４回国際シンポジウム

実行委員会（委員長：Boris N. Shurygin

教授）

巡検：８月18日（木）～20日（土）ケメロ

ヴォ地域の白亜系恐竜産出層

アジア白亜系IGCPsとしては，西シベリア

での国際集会は初めてとなります．巡検では

最近活発に発掘が行われている，ケメロヴォ

地域の下部白亜系の恐竜産出層や地元の博物

館を見学する予定です．

重要な日程：

2016年３月１日　第一次参加登録　締切

2016年３月15日　Second Circular 配布

2016年５月15日　発表要旨　締切

2016年７月15日　最終 Circular 配布

（シンポジウムプログラム　発表）

First Circularおよび申込書は，IGCP608

のWebsiteからダウンロードできます．

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/index.php?id

=5

白亜系を対象とする研究推進・発表の場と

して，積極的な参加をお願いします．

連絡先：igcp608.2016@gmail.com

IGCP608リーダー　安藤寿男（茨城大学理学

部）
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者と協力しながら，国際的な場でも積極的

に活動される方．東北大学の研究，教育プ

ログラムの推進に尽力下さる方．外部資金

の獲得にも実績があり積極的な方．若手研

究者を養成し世界に送りだすことに尽力下

さる方が望ましい．

担当科目：東北大学全学教育と地圏環境科学

科，地学専攻の講義・演習・室内実習・野

外実習等

応募資格：博士の学位を有する者

着任予定：平成28年７月１日以降の出来るだ

け早い時期

提出書類

１．履歴書（写真貼付，連絡先明記のこと）

２．研究業績リスト（1）論文（査読の有無

を記すこと）（2）著書（3）その他

３．主要論文10編の別刷り各１部（コピー可）

４．在外研究歴・研究教育に関する受賞歴・

外部資金獲得実績リスト

５．これまでの教育・学生指導・研究実績の

概要（2000字程度）

６．着任後の研究・教育に関する抱負（2000

字程度）

７．照会可能な方2名の氏名と連絡先

応募締切：平成28年２月26日（金）必着

詳しくは，http://www.sci.tohoku.ac.jp/

recruit/post-64.html

２月26日（金）18:00～20:30

場所：北とぴあ902会議室

講師：熊井久雄（NPO日本地質汚染審査機

構理事・大阪市立大学名誉教授）

テーマ：国際地質年代候補「千葉時代」につ

いて

月　March
○Project A in 奄美大島
３月４日（金）～８日（火）（７・８日：巡検）

場所：奄美大島・瀬戸内町公民館（鹿児島市

金生町２-18）

発表申込締切：２月５日（金）

http://archean.jp/

○日本堆積学会2016年福岡大会
３月４日（金）～６日（日）

会場：福岡大学理学部

http://sediment.jp/04nennkai/2016/annai.html

○平成27年度ESR応用計測研究会・
第40回フィッション・トラック研究
会・ルミネッセンス年代測定研究会
合同研究会
３月４日（金）～６日（日）

会場：しいのき迎賓館３F（石川県金沢市）

http://ftrgj.org/activities.htm

○第50回水環境学会（徳島）年会
３月16日（水）～18日（金）

場所：アスティとくしま（徳島市山城町）

参加申込：２月18日（木）締切

https://www.jswe.or.jp/event/lectures/2015

.html

○第184回地質汚染イブニングセミナー
日本地質学会環境地質部会　共催

３月25日（金）18:00～20:30

場所：北とぴあ901会議室

講師：張　銘（産総研地圏環境リスク研究グ

ループ長）

テーマ：中華人民共和国の環境関連（演題が

変更になる可能性があります．）

月　May
★一般社団法人日本地質学会第8回
（2016年度）代議員総会
５月21日（土）

会場　北とぴあ 第２研修室（東京都北区王子）

5

3

2016.１～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，（協）

協賛．

2016年
月　January

○学術フォーラム「防災学術連携体
の設立と東日本大震災の総合対応の
継承」
１月９日（土）13:00～17:30

場所：日本学術会議講堂

http://janet-dr.com

（後）公開講演会「強靭で安全・安心
な都市を支える地質地盤－あなたの
足元は大丈夫？－」
主催：日本学術会議

１月23日（土）13:30～17:30

場所：日本学術会議講堂

http://www.scj.go.jp/ja/event/index.html

○第182回地質汚染イブニングセミナー
日本地質学会環境地質部会　共催

１月29日（金）18:00～20:30

場所：北とぴあ902会議室

講師：宮澤　博（環境地水技術研究会理事長）

テーマ：「土壌への雨水浸透」と宅地開発・

インフラストラクチュアーへの提言

月　February
★西日本支部平成27年度総会・第
167回例会
２月20日（土）９:00～

場所：熊本大学黒髪南キャンパス 理学部２

号館

http://www.geosociety.jp/outline/content00

25.html

○第183回地質汚染イブニングセミナー
日本地質学会環境地質部会　共催

2

1

○日本地球惑星連合
５月22日（日）～26日（木）

会場：幕張メッセ　国際会議場

早期締切：２月３日（水）24:00

最終締切：２月18日（木）12:00

http://www.jpgu.org/meeting_2016/index.h

tm

月　June
○地質学史懇話会
６月19日（日）13:30～17:00

場所：北とぴあ８階805号室

吉岡有文：日本の科学教育映画の世界：太田

仁吉と科学教育映画の曙（仮題）

宇井忠英：過去の事例に学ぶ噴火のリスク

（仮題）

（共）Goldschmidt2016
６月26日（日）～７月１日（金）

会場：パシフィコ横浜

要旨受付：１月１日～２月26日

http://goldschmidt.info/2016/index

月　July
（共）第53回アイソトープ・放射線研
究発表会
７月６日（水）～７月８日（金）

発表論文の申込締切：２月26日（金）

http://www.jrias.or.jp/

月　August
○IGCP608第４回国際シンポジウム
８月15日（月）～17日（水）

開催場所：ロシア・ノボシビルスク

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

○第35回万国地質学会議
８月27日（土）～９月４日（日）

会場：南アフリカ共和国ケープタウン，国際

コンベンションセンター

http://www.35igc.org/

月　September
★日本地質学会第123年学術大会（東
京・桜上水大会）
９月10日（土）～12日（月）

会場：日本大学桜上水キャンパス（東京都世

田谷区）

9
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をして，現地に５つの学校校舎（様々な種類，

小学校，中等高等学校，また大学の分校まで

も）を建て，さらに奨学金を給付してきた．

それだけでも一般にたやすいことではない

が，しかし，本書は，そうしたことを行って

きて，ついには学成り功遂げた，というサク

セスストリーでもない．（もちろん，その間

の調査や，その後現在までに継続的に行って

きた研究による，著者のネパールヒマラヤの

層序，構造，テクトニクスの研究は，国際的

にも高く評価されているが（科学，Vol. 85,

No. 10, p. 956-962 （2015年10月号，岩波書店）

の論文参照）．また，大学教科書（「地球学入

門」東海大学出版部）やTVへの出演などを

通して，全国の学生，国民などに大きな影響

を与えてきたことも知られているが．）．

本書は，副題にもある通り，実に35年にわ

たる教育支援の話が中心となっている．学校

校舎建設の経緯が詳しく述べられている第

１，２部，学生野外実習のありさまと奨学金

給付についての第３部，そして2015年４，５

月のネパール地震と校舎再建計画の第４部，

さらに交流を通じての「忘れえぬ人々」紹介

の第5部からなっている．また，ネパールの

地質的景色や著者のフィールドノートのマッ

ピングの一例や，現地の大学教官や役人の

方々，日本からの訪問者の方々（寄付金の拠

出者でもある）の記念写真のほかに，著者の

言う「輝いた目を持った現地の方々」の豊富

なカラー写真などが口絵に示されている．

ネパールとの交流では，著者の持って生ま

れた性格を最大限引き出したさまざまな「力」

が発揮されたことが分かる．理想の実現に向

けた血のにじみ出るような努力があったこと

が分かる．その随所に，本人の透徹した分析

力と総合力，人間と社会を見る的確な洞察力，

機に応じて敏な決断力と実行力が発揮され

た．しかし，そうした個人の力だけで，もの

はうまくいくとは限らない．妨げるものは現

実である．著者は，おそらく若さとパワーで，

現実を乗り切ったのだろうと，我々は初めは

思う．でも，そこに見られるのは，周囲の

人々との根気のいる議論と，自己の信念の説

得，さらに交流から生まれた奇特者からの援

助であった．

現地では，外国人であることの縛り，国柄

や政治状況や民族性の違い（民族としてはモ

ンゴル系とインド系，またカースト制度など

の微妙な問題）もあった．困難な問題が山積

していたはずである．そこをいかに乗り切っ

たかは，本書のいたるところに語られている

が，読者を引き付けるのは，そうした転機ご

との筆者の信念の発揮どころである．現地の

人々に溶け込み，互いに理解しあい，尊敬し，

敬愛される．現地語を通訳できるまでに学び，

しかも，決してあきらめないというこの信念

本書は，いわゆる奮戦記，旅行記のたぐい

ではない．著者が一生をかけてきた，研究・

教育事業の神髄が語られている，強いメッ

セージである．

著者は，1980年から３年間，大学院生時代

に，当時まだ発足して間もない日本政府の海

外支援事業の一環である青年海外協力隊員と

して，ネパールに派遣された．専門である地

質学を，当時ネパール唯一の国立大学であっ

たトリブバン大学の大学院生に講義と実験，

野外実習を通じて教えるためであった．雨季

と乾季で一年が二分されるヒマラヤの盆地に

あるカトマンズの大学での授業のかたわら，

乾季には，ヒマラヤ研究では鍵となるべき

レッサーヒマラヤでも，ほとんど研究が進ん

でいなかったかなり離れた地域の野外調査を

行った．それらの研究に基づいて帰国後は九

州大学から博士の学位を取得し，その教養部

の教官になり，さらに京都大学に転身して，

現在に至っている．その間，さまざまな苦労

は，強靭な体力と忍耐力によって支えられた

と思われる．1980年代は，若者の，何でも見

てやろう，という各地への放浪や冒険・探検

がまだ全盛だった頃である．そうした経験を

持つ中高年の読者の方も多いだろう．経験を

積んだものには，それが帰国後に，自己の内

面の精神的財産となって深くしみ込んでい

く．著者は，しかし，若い時代の経験を，単

に思い出だけにとどまらせることなく，次の

一手を打っていく．

圧巻は，その後著者が，その人間性から来

るのであろうが，粘り強い説得と，交流に

よってはぐくまれた相互信頼を得，現地での

募金と敷地の提供，日本の篤志家のまさにポ

ケットマニーの拠出を引き出し，それを契機

として，教育に欠かせない災害に強い学校を

作る，という夢を次々に実現してゆく，とい

うところにある．その最初の目的は，大学生

の地質教育に欠かせない，現地野外実習の宿

泊施設の確保にあった，と述べられている，

どこの国でもあるこの事情を，ヒマラヤで実

現したのである．完成した校舎を使って，実

に1000人を超える学生の野外実習が行なわれ

て来たとのことである．現地の学生・教師の

ための地質調査案内書までも自らの調査研究

に基づいて作ったのである．さらに，こうし

て整えられた教育環境のもとで，現地の若者

の上級校への入学率は格段と向上したとい

う．その中からさらに高い教育を受けて，大

学を卒業し，立派な社会人となって巣立って

いく若者を見るくだりは，まさに胸を打つ．

そこには，単に資金援助で箱ものを作った，

というありきたりのものをはるかに超える，

精神的・人間的な援助と交流があったことが

分かる．それは，本書の冒頭に述べられてい

る「教育ほど重要なものはない」，との一語

の実現である．そこに，著者の，一般の立身

出世からは完全に離れた人類愛を見ることが

できる．この書の読者諸氏は，著者とは，

「地質学」，「研究」，「教育」あるいは「行政」

などの共通した分野を見るであろう．しかし，

私は，自分が類似の分野に属しながらも，彼

には全くの別世界での別人格を見る思いがす

る．感動のあまり，天を見上げるだけである．

これらの分野に少しでも関心があると思わ

れる方に，本書を強く推薦する次第である．

なお，蛇足であるが，本書を読んだあと，著

者は，19世紀の偉大なナチュラリスト，デイ

ビッド・ヘンリー・ソーローと重なる部分が

多いことに気が付いた．自然とともに生きる

人間が，「周囲のかかわりのあるべき人間と

社会に，では，自分は何をなすべきか？」と

の問いを自ら発し，それに人生をささげてき

た，ということである．

（小川勇二郎）

紹　介

ネパールに学校をつくる
：協力隊OBの教育支援35年

酒井治孝　著

東海大学出版部，2015年12月10日発行，A

５変判，154頁，定価1600円+税，ISBN

978-4-486-02086-8



地質学の研究者や学生が，日本のある地域の地質を少し詳
しく知ろうと思った時，最初に手に取る書物はその地方の地質
誌である．また，ある外国の地質を知ろうと思えば，まずその
国の地質誌に目を通すことになる．2016年度中に日本地質学会

（以下「本学会」）編，朝倉書店発行の「日本地方地質誌」が全
巻完結予定，また英国地質学会（The Geological Society of
London）から「The Geology of Japan」が刊行予定である．
ここでは地方地質誌の歴史と現状を略述して，その意義を明ら
かにしたい．

日本最初の本格的な地方地質誌は，明治～大正の1903～
1915年に博文館が刊行した山崎直方・佐藤伝蔵編著の「大日本
地誌」全10巻（小林，1981；荒井，1986）である．ちょうど
100年前に完結したこのシリーズは，９．北海道（千島・南樺
太を含む，数字は巻番号），２．奥羽（東北），１．関東，３．
中部，５．北陸（福井・石川・富山・新潟），４．近畿，６．
中国，７．四国，８．九州，10．琉球及び台湾からなり，1910
年に併合された韓国（朝鮮）は含まない（日本語による朝鮮の
地質誌には立岩（1976）がある）．編著者両氏は本学会会長も
務めた地質学者であり，各巻には必ず地質の章があって色刷り
地質図が付属している．博文館の宣伝文には，「欧州における
最新の体式に鑑み全く在来の地誌とその目的方針を異にし」，

「彼の乾燥無趣味なる偏狭の地理書と同一視すべからざるを要
す」とあり，かなり気合が入っている．数人の文学士や小説家
の田山花袋が編集執筆陣に入っていた．例えば，近畿は1256
ページと本シリーズ最大で，第一編地文は第一章地形，第二章
海洋並に海岸線，第三章地質，第四章気象からなり，次の第二
編人文は第一章沿革（歴史），第二章政治宗教，第三章産業，
そして第三編地方誌は各府県別の詳細を説く．この巻の序文に
は「今の大阪平野の一角は，皇祖東征の日，其の御船を寄せ給
ひし地なり」という一文があって，この書の雰囲気をよく示し
ている．地質の章は一．汎論，二．始原大統（片麻岩系，晶質
剥岩系（今の領家帯と三波川帯）），三．古生大統，四．中生大
統，五．新生大統，六．噴出岩（深成岩を含む），七．温泉か
らなる．他の巻も同様の構成になっているが，奥羽は地形の章
の火山の記述が詳しく，「近時における重要な地変」という項
目を設けて1894年の庄内（酒田）地震，1896年の陸羽地震，そ
して同年の三陸海嘯（大津波）について詳しく記述している．
地質の章で特に目を引くのは，阿武隈山地の変成岩類の上部

（御齋所統と竹貫統）をヒューロニア系（下部原生界），下部を
ローレンシア系（始生界）としていることである．中部も1891
年濃尾地震の記述に５ページを割き，台湾も８ページにわたっ
て同地の地震について記述している．また，北海道にはほぼ実
物大のアンモナイトの精密な銅版画が３葉付属している．明治
時代後期の各都市の正確な地図や重要施設，景勝地，民俗など
の写真が多数添付されていて，非常に資料価値の高い書籍であ
る．このシリーズ各巻の価格は2.5～3.5円（送料15銭）だった．
これは，「地質学の発展を反映して自然地理を中心に詳しい研
究成果が盛り込まれ」，「欧米の地誌の編纂順序を参照して自然
から人文へと項目がならべられ」，「地誌の定義を地人関係の

『関係の説明』と自覚している」（荒井，1986），当時の世界水
準の地誌学書であった．小林（1981）は「大正後期に高校生

（旧制）であった私には本書は山歩きや旅行のための大事な参
考書であった」と述べている．戦前も戦後も「地誌」と名の付
く書物は何種類も刊行されたが，充実した地質の記述があるの
はこのシリーズのみである．

余談であるが，さらに古い「皇国地誌」という幻の書物が
ある．これは明治初期の廃藩置県（1871年）直後の1872年に太
政官布告288号によって各県の担当者に調査・執筆させたもの
であるが，結局１冊も出版されず，その原稿は1923年の関東大
震災で焼失してしまったという悲劇的な書物である．しかし，
いくつかの府県にその原稿の写しや草稿段階のものが残ってお
り，当時の社会・経済を知る上で貴重な資料になっている（荒
井，1986；長島，2008）．なお，「大日本地誌大系」というシ
リーズもあるが，これは江戸時代に幕府が編集した奈良・平安
時代からの風土記などの書物を明治以後に活字出版したもので
ある．

さて，現在書店で購入できる日本の地方地質誌には，共立
出版と朝倉書店の２つのシリーズがある．共立の「日本の地質」
シリーズは1986～1992年に出版され，北海道から九州（九州は
沖縄を含む．中部地方はⅠ東部とⅡ西部に２分，各巻9000円＋
税）の９巻（＋総索引１巻，7000円＋税）が完結していて，
2005年に全国の新しい情報をまとめた増補版１冊（文献リスト
のCD-ROM付，13000円＋税）も出ている．このシリーズは地
質情報を網羅的に記述しており，ある地域の地質概要や地層名，
主要文献等を辞書的に調べるのに便利である．増補版は，1995
年兵庫県南部地震や2004年新潟県中越地震など近年の地質災害
の詳しい記述がある一方，中国地方の中・古生界の新知見の記
述がない等，やや不揃いがある．

朝倉の「日本地方地質誌」シリーズは，その地方の地
質をある考え方で系統的，理論的に説明しようという志向が強
く，過去には１冊の地方地質誌を一人の著者が執筆したものも
あった．このシリーズは過去３回出版されている．一回目は戦
後間もない1950年からの５年間に東北～四国の６巻が出版さ
れ，1962年にそれらの増補版と九州が出たが，結局北海道が出
版されずシリーズは完結しなかった．ただし，一回目のシリー
ズには小林貞一による総論（副題は「日本の起源と佐川輪廻」，
この書は彼の1941年東大紀要英語論文の和訳で，欧州アルプス
流のナップの水平移動を含む地向斜論を展開）がある．彼は中
国と四国もそれぞれ単著で執筆していて，各巻頭に彼の恩師

（小沢儀明と江原眞伍）への献辞がある．近畿の巻頭にも著者
松下進の恩師中村新太郎への献辞がある．一方，槇山次郎は中
部の序文で「先進国の地質誌が，鉄筋コンクリートのように堅
固に構築されているのに比べて，（日本のは）危っかしい気が
する」と述べている．二回目は近畿（1971），中部（1975），関
東（1980），中国（1984）の改訂版が出たが，やはり完結しな
かった．小林（1981）は前年の関東改訂版の出版を，同書旧版

（藤本治義著，関東山地のナップ構造，長瀞（三波川・みかぶ）
系ジュラ紀説など，今読んでも興味深い）の愛読者として祝い，
この時点までの地方地質誌の沿革表をまとめている．三回目は
本学会の編集で中部（2006，写真や地質図等のCD-ROM付），
関東（2008），近畿，中国（2009），九州・沖縄，北海道（2010）
が既に出版され，2016年度中に四国と東北が出て，三回目にし
て初めて全８巻のシリーズが完結する見込みである．これら三
回のシリーズ各巻の価格表示を見ると時代の変化がわかる．一
回目は350～520円，二回目は3500～9800円，三回目は22000～
26000円＋税である．

現時点で世界に示す日本の地質の総論としては，本学会と
学術交流協定を結んでいる英国地質学会から今年４月，我々日
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「日本地方地質誌」完結と「The Geology of Japan」出版
：日本地質学発展のランドマーク

石渡　明・井龍康文・ウォリス　サイモン



本の地質研究者陣が執筆したThe Geology of Japanが出版され
る運びになっている．このシリーズは英国（北部と中南部の２
冊），スペイン，チリ，中欧（ドイツとその隣接国，古生代以
前と中生代以後の２冊），タイが既刊であり，これらと読み比
べて論評すると面白いだろう．戦後に出版された英語で日本の
地質を紹介する書物には，The Geologic Development of
Japanese Islands（築地書館1965），Geology and Mineral
Resources of Japan（第３版，地質調査所1977，第１版1956，
第２版1960），Geology of Japan（テラパブ・Kluwer，1991，
岩波講座地球科学15「日本の地質」（1980）の英訳），Geology
of Japan（東大出版会，1991，旧版は1962）の４種類がある．
なお，最近の日本列島地質構造発達史に関するコンパクトな総
論としてはIsozaki et al.（2010）やWakita（2013）がある．今
世紀に出版された日本地方地質誌とThe Geology of Japanはプ
レート論と付加体地質学に立脚するが，1980～1990年頃の本は
地向斜論からプレート論への過渡期の学界状況を反映してい
る．プレート論確立前の1965年のThe Geologic Development
…は地殻の水平運動を認めない地向斜論など独特な考えに基づ
いており，海外で評判になったが（市川ほか1970序文），「あた
らしい事実は，ほとんどとり入れていない」などの声もあった

（地学団体研究会1966, p. 31, 94）．

実際に現場で，ある地域の地質を観察しようと思えば，
地質ガイドブック（地学巡検案内書）の類が必要になる．一般
向けの案内書として，コロナ社（旧名森重出版）の「○○県地
学のガイド」シリーズと築地書館の「日曜の地学　○○の自然
をたずねて」（旧版は「地質をめぐって」）シリーズが出ている

（表１※）．これらが未刊の北海道は，北大図書刊行会から「○
○の自然を歩く」シリーズが出ており，京都，大阪，兵庫，奈
良，高知，長崎，大分などでも地元の教育界や大学の有志が案
内書を出版している．この他，化石，鉱物，火山，断層・褶曲
等に特化した地域別ガイドや全国の見所をまとめたものもある

（表１の後半）．しかし，宮沢賢治の地元の岩手県，南方熊楠や
「稲むらの火」の地元の和歌山県などは，意外にもやや手薄に
感じる．どの都道府県でも，20年も経てば交通事情や露頭の状
況が変化し，新発見や新学説も出てくるので，定期的な書き換
えが必要であろう．地元の関係者のご尽力を期待したい．これ
らは普及的・実用的な地方地質誌と言うべきもので，その利用
価値は重厚な地質誌に勝るとも劣らない．現場に即した詳細な
案内は地質研究者にも有用である．

一方，地質図幅とその説明書は，地方地質誌の基礎データ
であるとともに，それ自身がその図幅範囲の地質誌でもある．
地質図は国土基本図の１つであり，その整備は文明国として必
須であるが，日本では20万分の１地質図が全国をカバーしてい
て，ウェブでも閲覧できるものの，５万分の１地質図の整備は
遅れていて，全国1248図幅のうち648図幅（52%）程度しかカ

バーしていない．担当機関の皆様には図幅調査の一層の推進を
お願いしたい．調査方法の現代化（客観化・数値化）も急務だ
と思う．各県の地質図にも詳しい説明書付きのものがあり（青
森，群馬，新潟，富山，石川，福井，静岡，滋賀，香川，愛媛，
鹿児島など），岐阜県地質図とその解説はウェブサイト「ジオ
ランドぎふ」で閲覧できる．

日本地質学会創立125周年を目前に控え，本学会によ
る「県の石」（岩石，鉱物，化石）の選定が進行中であり，国
内のジオパークの飛躍的な発展，東日本大震災で返上した地学
オリンピックの日本開催が実現しつつある．ここに本学会編の
日本地方地質誌の完結とThe Geology of Japanの出版が加われ
ば，現在の日本地質学の実力を国の内外に示すことになろう．
これらの執筆・編集・出版に努力された方々に敬意を表する．
これらによって地質学が広く国民に普及され，日本地質学のす
ばらしさが世界で認識され，日本地質学及び地質関連産業の更
なる振興につながることを心から願う．国内全ての自治体や高
校・大学の図書館が地方地質誌や巡検案内書を置くようになれ
ばよいと思う．拙稿に改善意見を寄せられた池田保夫・棚瀬充
史・辻森　樹会員に感謝する．
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※表１は，学会HP上にて公開しています
<http://www.geosociety.jp/faq/content0620.html>
表１．全国各県地学巡検案内書一覧（著者名省略，コロナ・築
地の出版社名は適宜省略）
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Island Arc編集委員長就任にあたって
武藤鉄司

このたび，伊藤　慎氏と海野　進氏
の後を引き継いで，Island Arcの2016－
2019年編集委員長を田村芳彦氏ととも
に務めることになりました．着任にあ
たり，これまで本誌の編集に携わって
こられたすべての方々に敬意を表する
とともに，論文投稿・査読・批評を通
じて本誌を育ててくださった著者・査
読者・読者のみなさまに感謝申し上げ
ます．

Island Arcが日本地質学会の公式英文誌として創刊されたの
は1992年でした．2016年は第25巻の刊行年，すなわち誕生から
四半世紀の節目の年でもあります．この記念すべき2016年に，
Island Arcの編集はこれまでの年４回刊行から隔月刊行の体制
に変わりました．論文受理から掲載に至るまでの時間が短縮さ
れるわけで，2013年の完全電子ジャーナル化と並び，本誌の編
集環境は着実に良い方向へ進んでいます．

一方で，Island Arcには課題があります．2012年度Island
Arc編集委員会報告でも指摘されているように，Island Arcの
国際的ステータスにはかなりの伸び代が残されています．2008
年から2014年までの本誌のIFは1.012～1.182の範囲内に留まり，
上昇モードになかなか入れずにいます．IFの高低はその学術誌
がどれほど読まれ，引用に値する情報を世界に向けてどれだけ
発信しているか，すなわち世界でいかに認知されているか，の
反映でもあるため，野心的な若手研究者がIFの高い雑誌を選ん
で投稿するのは当然のことです．大学の教員人事や業績評価に
おいてすら，掲載誌のIFや論文の被引用回数が参照されること
はいまや珍しくありません．

では，どうすれば Island ArcのIFを高めることができるで
しょうか．おそらく特効薬のようなものは無いでしょう．もし
あれば，どの雑誌もそれをすでに実践しているに違いありませ
んから．となると，残された道は二つしかありません．一つは，
Island Arcに掲載される論文の質を著者と編集者と読者の相互
努力で地道に高めていくことです．投稿原稿を受理するには科
学論文としての完成度の高さが求められますが，それを満たさ
ない論文に対してできるだけ建設的かつ啓発的なコメントを返
せると，投稿者に新たな気付きが芽生え，受理論文の質的向上
に繋がっていくだろうと思います．そして，掲載論文に対する
読者からの学問的あるいは編集上の批評もまた本誌の信頼性を
高める方向へ作用します．こういったことはこれまでも実践さ
れてきたことですが，今後も意図して継続していくことが大切
です．もう一つは，内外の研究者にIsland Arcの存在とその目
指すところをもっとアピールすることです．Island Arcが実際

Vol. 25  Issue 1（January）

［Thematic Articles］（Thematic section: Petrogenesis
and chemogenesis of oceanic and continental orogens in
Asia: Current topics, Part I. Guest Editors: H. Ur Rehman,
T. Tsujimori, K. Okamoto and D. Spengler ,Vol.24, Issue 1）
1．Silicate-oxide mineral chemistry of mafic-ultramafic
rocks as an indicator of the roots of an island arc: the
Chilas Complex, Kohistan（Pakistan）

Rubina Bilqees, M. Qasim Jan, M. Asif Khan, Brian F.
Windley

にどのような論文を載せているのか，海外の研究者にはあまり
知られていないと想像します．今後さまざまな工夫を通じて，
海外からの論文投稿を一層促進していく所存です．

Island Arc編集委員長就任にあたって

田村芳彦
2016年度より武藤鉄司氏とともに

Island Arcの編集委員長を務めることに
なりました．どうぞよろしくお願いい
たします．前任の海野進氏にお誘いを
受けたときは少なからず衝撃を受けま
した．私は論文を書くことに対して大
きな喜びを持っていますが，Island Arc
編集委員長に適任かどうかはわかりま
せん．しかし，これまで好きに研究を
させていただき，多くの方に自分の論文を編集していただいた
ことに対するせめての恩返しと考え，Island Arc編集委員長を
お引き受けすることにしました．いまのIsland Arcは，多くの
研究者や野心を持った若手がこぞって投稿する雑誌である，と
いうまでには，まだ道のりは遠いかもしれません．また，以前
に編集委員をさせていただいたときも，ワクワクするような論
文に出会う機会は少なかったように思います．では，投稿する
方の立場に立ってみると，どうすれば「世界をワクワクさせる」
論文が書けるのでしょうか．話はちょっと外れますが，ノーベ
ル平和賞を受賞したマザー・テレサは「どうしたら世界を平和
にできますか？」という質問に「あなたの家庭を平和にするこ
とが世界の平和につながります．」という趣旨の話をされたと
のことです．とても含蓄のある言葉と感じました．サイエンス
も同様に，大事なものはすぐ足元に，さらには自分自身の心の
中にあるのかもしれません．つまり，世界をワクワクさせるた
めには，まず身近な人，特に自分自身をワクワクさせる必要が
あるのではないでしょうか．Island Arcに投稿する研究者の方
は是非とも，ワクワクしてサイエンスに取り組み，喜びを持っ
て論文を書き，その輝くべき原石をIsland Arcに放り込んでく
ださい．我々も全力であなたのワクワク感を世界に広げる手助
けをしたいと思います．引きうけた以上はこの大きな責任を全
うしようという意気込みはありますが，一方で実力の伴わない
ことも多々あるかと思います．しかし，４年間のうちに少しで
も自分を成長させ，同じく編集委員長の武藤鉄司氏，編集事務
局，編集委員，編集顧問の方々と連携して，Island Arcの発展に
つなげたいと思っています．どうぞよろしくお願いいたします．

Islands Arcは，2016年より隔月出版となります．

最新号のVol. 25 Issue１が2016年１月に発行されま

した．日本語要旨をニュース誌と学会ホームページ

（http:// www.geosociety.jp）にも掲載しています．

なお，学会ホームページから会員ログインすると

全文がオンラインで無料閲覧できます．是非ご覧

下さい．

（Island Arc編集委員会）
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コヒスタン（パキスタン），チラス複合岩体：島弧の根源の指
標としてのマフィック－超マフィック岩のケイ酸塩－酸化鉱物
組成

チラス複合岩体は白亜紀コヒスタン島弧の主要な下部地殻岩
体であり，世界で最も大規模な島弧マグマ溜りの露出体である．
8000 km2以上を被い，幅40 kmに達する構造帯をなし，カラコ
ルムプレートと島弧の衝突直後の85 Maに起きた島弧リフティ
ングの際に定置した．複合岩体の85%以上は均質なカンラン石
を含まないガブロノーライトとそれに次いで多い斜方輝石石英
閃緑岩（MGNA）からなり，30 km2を超える超マフィック－
マフィック－アノーソサイト複合岩（UMAA）体を含む．岩
体全体がグラニュライト相の変成作用を被っているにもかかわ
らず，初生的な集積岩組織，層状構造，堆積構造がUMAAの
層状部によく保存されている．UMAAはMGNAよりもMgとAl
に富む輝石とCaに富む斜長石で特徴付けられる．（MGNAの）
斜方輝石，磁鉄鉱及びイルメナイトの高いモード，Mg-Fe-Al
スピネルが示す組成変化傾向，AFM図上の全岩化学組成変化
は，複合岩体がカルクアルカリ岩質であることを示唆する．輝
石のWo-En-Fs組成変化は島弧はんれい岩類のものと類似する．
UMAA中のCaに富む斜長石と普通角閃石の存在は親マグマが
水に富んでいたことを示す．複合岩体は上昇するマントルダイ
アピルが二段階の部分融解を経て生じたものであろう．
MGNA岩類は初期の融解によって，UMAAはその枯渇した融
け残り岩が再融解して生じた．UMAA中の塊状かんらん岩は
集積岩であるか，あるいはメタソマティズムを受けて再流動し
た上部マントルかもしれない．チラス複合岩体は多くの沈み込
み帯のマフィック－超マフィック複合岩体と類似している．

Key Words : チラス複合岩体，コヒスタン島弧，北西ヒマラヤ，
パキスタン，ケイ酸塩鉱物相，鉱物組成

［Research Article］
2．SHRIMP U-Pb zircon dating of the Kinshozan Quartz
Diorite from the Kanto Mountains, Japan: Implications
for Late Paleozoic granitic activity in Japanese Islands

Masatsugu Ogasawara, Mayuko Fukuyama, and Kenji Horie

関東山地，金勝山石英閃緑岩のSHRIMP U-Pbジルコン年代：
日本列島の後期古生代の花崗岩活動における意義
小笠原正継・福山繭子・堀江憲路

関東山地に露出する金勝山石英閃緑岩のSHRIMP U-Pbジル
コン年代測定を行った．試料は寄居地域兜川から採取した．金
勝山石英閃緑岩は日本のペルム紀花崗岩類の典型例として議論
されることが多く，その角閃石K-Ar年代から，250 Maの花崗
岩類として理解されてきた．得られた206Pb/238U年代は281.5±
1.8 Maで，角閃石K-Ar年代251±８Maと比較すると30 m.y.古
い．得られた年代と，近年公表された日本の他の地域の後期古
生代花崗岩類の年代及び堆積岩中の砕屑性ジルコンの年代の比
較から，後期古生代の花崗岩活動の推移を再検討した．310-
280 Maの間，島弧火成活動によるアダカイト質花崗岩類や，
未成熟な島弧において形成されたと考えられる金勝山石英閃緑
岩のような花崗岩類が形成されたと考えられる．

Key Words : 金勝山石英閃緑岩，SHRIMP U-Pbジルコン年代，
後期古生代花崗岩類，関東山地，日本

3．Geochemical and Sr-Nd isotopic constraints on the
petrogenesis of the Goesan monzodiorite pluton in the

central Okcheon belt, Korea
Chang-Sik Cheong, Hui Je Jo, Youn-Joong Jeong, Chan-Soo
Park and Moonsup Cho

韓国中央Okcheon（沃川）帯のGoesan（群山）モンゾ閃緑岩
の成因に関する地球化学的及びSr-Nd同位体的制約

韓国中央部のペルム紀－三畳紀高圧変成作用とカリウム系列
火成作用は，中国中央東部の大別－蘇魯衝突帯が韓半島から恐
らく日本列島まで続くことの証左である．本論では韓国沃川帯，
群山地域に定置した230 Maのモンゾ閃緑岩体の主要・微量元
素及びSr-Nd同位体データを報告する．本深成岩体は近年
Gyeonggi（京畿）地塊において記載された同時代のモンゾニ
岩－閃長岩－ガブロ－マンゲライト岩類に地球化学的に対比で
きる．メタアルミナ及びアルカリ－カルク質の群山貫入岩体は
カレドニア型の後造山期花崗岩類に相当する．K2O/Na2O比は
１を超え，SiO2含有量とは相関しない．群山深成岩体のLIL元
素と不適合元素の濃集は恐らくメタソマティズムを受けたマン
トル起源であることを示す．起源物質は古い地質時代に元素分
別を受けたために，顕著な負のｅNd（t）値（<－16）を示す．
コンドライトで規格化した希土類元素パターンやRb/Sr比及び
Ba/Rb比は起源物質に角閃石が含まれることを示唆する．SiO2

が増えるにつれてEuの負異常やBa，Sr，Ni，Cr，V含有量が
減少することは，主として斜長石，黒雲母，普通角閃石の分別
が起きたことを反映している．Zrは高カリウム，メタアルミナ
質のメルト中では不飽和である．Sr-Nd同位体の初期値はSiO2

と相関を示し，マグマの分化作用に地殻の同化が関わっている
ことを裏付ける．Sr-Nd元素及び同位体モデルは，群山深成岩
体が初期には同位体的にやや不均質であり，同化と結晶分別を
同時に経験したことを示唆する．群山深成岩体はペルム紀－三
畳紀の衝突造山運動の間に沃川帯において起きた異地性テレー
ンの集合を証拠立てるものである．

Key Words : 沃川帯，後造山期花崗岩類，マントルメタソマ
ティズム，同化・分別結晶作用，衝突造山運動

4．Correlating biostratigraphy and palaeoceanographic
changes during late Quaternary at cold seeps with gas
hydrate-free areas of the Japan Sea using foraminifera
palaeocology

Mahsa Saeidi Ortakand, Shiro Hasegawa, Ryo Matsumoto and
Hiroki Matsuda

有孔虫古生態に基づく日本海第四紀後期生層序および古海洋変
化の冷湧水域とガスハイドレート非賦存域の対比
Mahsa Saeidi Ortakand, 長谷川四郎，松本　良，松田博貴

日本海東縁部，新潟県上越沖の冷湧水地域から採取された２
本のコア（MD179-3296およびMD179-3317）について，第四紀
後期有孔虫群集を検討した．海鷹海脚のポックマーク中心部か
ら採取したMD 179-3296の有孔虫群集はメタン湧出の兆候を示
さず，特に上部では，日本海のガスハイドレート非賦存域にお
ける古海洋と環境と同様な履歴を示す．これに対し，上越海丘
のポックマーク中心部から採取したMD179-3317の有孔虫分布
はメタンの活動に強く影響を受けており，コアの主部は局所的
な環境下で堆積している．このコアではThalmannammina
parkeraeの高い産出量で特徴づけられる３層準が検出された．
これらは，特に海洋酸素同位体ステージ（MIS）３からMIS ２
にかけての海水準低下によるメタン湧出に関連するものだろ
う．
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Key Words : 冷水湧出帯，有孔虫，日本海，上越海盆，第四紀
後期，古海洋学．

5．Genetic algorithm for fitting a mixed Bingham
distribution to 3D orientations: A tool for the statistical
and paleostress analyses of fracture orientations

Atsusi Yamaji

混合ビンガム分布を三次元方向データにフィッティグする遺伝
的アルゴリズム：断裂系の統計解析と応力解析のための新しい
方法
山路　敦

混合ビンガム分布を最尤法で方向データにフィッティングす

る問題は，尤度関数が10次元を超える多次元の関数で，しかも
多峰的関数であるために，非常に困難な問題である．今回開発
した実数値遺伝的アルゴリズムは，この問題を効率的に解くこ
とができる．岩脈群や鉱脈群に適用すると，各クラスターで３
本の主応力軸と応力比が決まり，また，無次元化流体圧を制約
することができる．認定すべきクラスター数もわかる．明延鉱
山の鉱脈群に適用したところ，方向により３つのクラスターに
分かれ，そのうち２つはZnが比較的豊富な鉱脈とSnが比較的
豊富な鉱脈であった．つまり，応力の変化と鉱液の化学組成の
変化が連動していた可能性がしめされた．

Key Words : 応力，流体圧，誤差楕円，ビンガム分布，統計的
混合モデル，鉱脈鉱床，岩脈

☆関東支部
お知らせ

2016年度支部総会・地質技術伝承会
および支部幹事選出のお知らせ

関東支部では2016年度総会および地質技術伝承講演会（関東
地質調査業協会との共催事業）および支部功労賞の表彰を下記
日程で行います．皆様よろしくご参加ください．

日時：2016年４月16日（土） 14:00～16:45
場所：北とぴあ ７階　第１研修室（東京都北区王子１-11-１）

JR京浜東北線および東京メトロ南北線王子駅下車
13:30 受付開始
14:00～15:30 地質技術伝承会（CPD単位取得可）

演題（予定）「落石，斜面崩壊の岩盤斜面安定解析（数値）」
講師：萩原育夫氏（サンコ－コンサルタント（株）調査技術

部 部長）
15:40～16:00 支部功労賞表彰式
16:00～16:45 支部総会
＊総会に欠席される方は委任状（kanto@geosociety.jpへ）お願

いします．

■支部幹事の選出
立候補期間：2016年３月１日（火）～11日（金）

候補者（支部会員）は，氏名・所属・連絡先を下記に届け出
てください．
受付先：日本地質学会関東支部あて，メール，郵送，FAXに
より受け付けます．

〒101-0032 東京都千代田区岩本町２-８-15 井桁ビル内
FAX：03-5823-1156
メール：kanto@geosociety.jp 見出しは「関東支部選挙」で

詳しくは，News誌2月号に掲載します．
関東支部幹事選挙　選挙管理委員長　中山俊雄

委員　青野道夫
入野寛彦

☆関東支部
報告

サイエンスカフェ　実施報告

去る2015年10月25日（日），日本地質学会関東支部では，ス
ピーカーに山梨県富士山科学研究所の吉本充宏さん，ファシリ
テータに国立科学博物館サイエンスコミュニケータ・アソシ
エーション（以下，科博SCA）・地質学会広報誌『ジオルジュ』
ライターの岡山悠子さん（所属：日本科学未来館）を迎え「噴
火列島・富士山編～あなたは備えてますか？～」と題してサイ
エンスカフェを開催しました（後援：科博SCA）．東京国際科
学フェスティバルに登録し，ソーシャルメディアを活用した広
報を行った結果，10～60代という様々な世代の参加者27名が集
まり，会場はほぼ満席状態でした．このうち20名が非会員であ
り，アウトリーチを目的としたイベントとして大成功であった
と言えます．吉本さんからは，富士山の基礎知識から火山災害
対策などについての最新の話題が提供されました．やや専門的
になった部分では，すかさず岡山さんからフォローが入れられ，
会場と吉本さんの距離はこれによりどんどん近くなり，このよ
うなイベントにおけるファシリテータの重要性を新たにしまし
た．本会の準備から当日の進行は，いま大学に積極的導入が求
められているアクティブラーニングそのものであり，私自身も
大変勉強させてもらえました．今回，ディレクションの多くを，
筑波大学研究員の千葉　崇さんにお任せしました．彼を含め運
営に関わったスタッフは，私を除き科博SCAの方々でしたので，
会場の雰囲気作り，および参加者に考えさせ，発言させる方法
を熟知されており，これが会場の盛り上がりと一体感を産んで
いると感じました．こういう部分では彼らは随分先を行ってい
る様な印象を持ちました．地質学の草の根を広げるために彼ら
の知識・経験を活用し，今後も継続的にこのような活動を行う
事は大変有意義であると感じました．

（関東支部幹事：金丸龍夫）

支部コーナー
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院生コーナー

写真１：国東半島の伊美港から見た姫島．

右側の山は矢筈岳が見えています．

2015年10月23日から25日にかけて大分県東国東郡姫島村にお
いて九州第四紀露頭見学会が行われましたので，その参加報告
をさせていただきます．本見学会は，主に九州の第四紀地質を
対象として研究している大学教員およびその学生，OBを中心
とした集まりであり，様々な研究分野の方が参加されています．
今年で18回目の開催だそうで，案内者等は持ち回りになってお
り，今回は京都大学の竹村恵二先生が中心となってご準備いた
だき開催されました．日中は各地点の見学を，夜間は参加者に
よる研究発表会が行われ，それぞれで活発な議論がなされます．

今回見学した姫島は大分県北部国東半島の北に位置する島
で，新しい時代に噴出したいくつかの火山が陸繋されて一つの
島を形成しています（写真１）．地質は第四系の堆積岩類およ
び姫島火山岩類から構成され，黒曜石を多産することで知られ
ています．堆積岩類は下位から丸石鼻層，川尻礫層および唐戸
層に区分され，丸石鼻層では淡水性二枚貝，アケボノゾウ，メ
タセコイアといった化石が，唐戸層では二枚貝，植物，ムカシ
マンモスゾウといった化石が産出しています．姫島火山岩類は
噴出中心を別とする7つの姫島火山群に由来するデイサイト～
流紋岩からなり，これらの活動は溶岩ドームを特徴としますが，
溶岩の上に爆裂火口とそれを取り巻く火砕丘が形成されていま
す．堆積岩類中にはコンボリュートラミナやリップルなどの堆
積構造や褶曲構造が，姫島火山岩類には黒曜石や流理構造のあ
る溶岩などが見られ，これらは県指定天然記念物の藍鉄鉱や海
蝕崖，アサギマダラという蝶の休息地などと合わせてジオパー
クに認定されています．

１日目
１日目は主に移動日で夕方ごろに姫島へと上陸しました．他

の参加者の方々より早く到着したため，一足先にジオサイトに
もなっている拍子水温泉へと向かいました．ここでは拍子水と
呼ばれる，火山ガス由来とされている炭酸ガスを多く含んだ炭
酸水素塩冷鉱泉が湧出しています．温泉としての利用以外にも

飲むこともでき，かつてはお歯黒に使われていたそうです．実
際に飲んでみると鉄分を多く含むようで金気が強く，海から数
mしか離れていないにもかかわらず塩分を含んでいないようで
した．また温泉に浸かってみるとややぬるぬるとした感触のお
湯で，多くの地元の方が浸かっており憩いの場として親しまれ
ているようでした．拍子水温泉のそばでは金火山の噴出物とさ
れる金溶岩が露出していました．金溶岩は流理構造が発達して
おり，流理構造に沿って角閃石が配列している様子が見られま
した．

宿に戻ると他の参加者の方々も到着され，１年ぶりの見学会
開催とあり賑やかな様子でした．宿は離島センター「やはず」
という施設を利用させていただきました．この施設には郷土資
料室があり，化石や黒曜石，藍鉄鉱などの資料が見学できます．
夕食後は次の日からの見学ルートの詳細の説明と夜間勉強会が
開催されました．学生２名による発表がされ，白熱した議論が
行われました．発表者のうち１名は同じ大学の先輩で過去に発
表を聞いたことのあるものでしたが，そのときとは目線の異な
る質問が多くなされ印象深かったです．

２日目
２日目が主な見学日となりました．出発する前に現地でのお

世話をしてくれる方に近くの港まで魚を見につれて行っていた
だきました．残念ながら目的としていた魚やタコなどは見られ
ませんでしたが，朝日が徐々に昇ってくる様子が見られ天気も
よく，とても清々しい気分で見学のスタートとなりました．

はじめはアサギマダラの休息地に行きました．アサギマダラ
とは渡りをする蝶で春と秋で東北～喜界島・台湾間の1000 km
を超える距離を旅しており，姫島で休息をとるそうです．アサ
ギマダラの詳細な生態はまだ解明されていないそうですが，秋
はフジバカマという花に集まるそうです．私たちが訪れた際は
５頭ほどでしたが，ピーク時には200頭ものアサギマダラが飛
来するそうです．フジバカマの花は甘い香りがし，花の上をア
サギマダラが飛ぶ姿はとても美しい風景でした．

次に稲積火山に行きました．稲積火山は姫島の東端に形成さ
れた火山体で，金火山とは砂洲で結ばれた陸繋島となっていま
す．ここでは溶岩ドームの一部と火砕丘が見学できました．溶
岩ドーム部分ではデイサイトの間に挟まれた垂直に伸びる角礫
岩体が見られ，火道の内壁で固結した溶岩が火道内を上昇して
くる溶岩によって砕かれて形成したものという説明を受けまし
た．周りの転石にはブドウ状黒曜岩と呼ばれる溶岩が多数含ま
れていました．火砕丘部分では火口から噴出した凝灰角礫岩お
よび火山礫凝灰岩が傾斜して平行に堆積している様子が見ら
れ，火砕丘の形成の様子が見られました．ちなみに火口内は火
口湖堆積物が埋積しており，現在では美味しいサツマイモがと
れる農地となっているそうです．

つづいて堆積岩類の一連の重なりが見られる海岸沿いの露頭
へ行きました．ここでは一般的に南北方向に伸びて東落ちの傾
斜となっており，西から丸石鼻層，川尻礫層，唐戸層と連続し
ています．丸石鼻層では礫層を伴う砂泥互層が多くの小断層で
切られている様子が見られ，炭化した材や足跡らしき窪みを見
ることができました．唐戸層は礫層を挟む砂岩層が厚く堆積し
ており，参加者の方が砂層中の生痕化石を発見し，ゴカイのよ
うな生物の棲管だろうと説明していただきました．また二枚貝
化石も見られました．

つづいて私が個人的に最も見学したかった大海のコンボ
リュートラミナを見に行きました（写真２）．これまで写真な
どで幾度か見たことはありましたが，実際に見るのは初めてで
した．水が上方に抜けたことによって，本来は連続していた層
が変形を受けている様子が観察されました．コンボリュートラ

正岡祐人
岡山大学大学院自然科学研究科地球科学専攻

博士前期課程 2 年

九州第四紀露頭見学会 in 姫島
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ミナの他にも皿状構造も保存されていました．コンボリュート
ラミナの形成には水を含む層の上に不透水層が重なることが必
要との説明をしていただきました．

最後に鷹ノ巣と呼ばれる，海食崖を見学しました．高さ数10
mはある露頭でいくつもの窪みがあり，海水を被った岩石が乾
燥による塩分の析出で岩石が破壊されたものと説明を受けまし
た．これらの窪みはハヤブサの営巣地となっているらしく，私
たちが訪れたときには運よく1羽のハヤブサが観察できました．

宿へ戻り夕食を食べた後，夜間勉強会が開催され見学した地
点の補足と３日目に回る地点の説明，５名の方の発表が行われ
ました．

３日目
３日目は観音崎黒曜石を見に向かいました（写真３）．観音

崎一帯は海岸沿いに黒曜石が断崖となって露出しており，国指
定天然記念物として保護されています．この黒曜石は乳白色で
あることが特徴で小さなガーネットを含んでいるのが見られま
した．黒曜石の露頭を見るのが初めてであることに加え，周り
一帯全てが黒曜石という風景に大変感動しました．

３日目は観音崎の見学のみで終えましたが，ちょうど姫島車
エビ祭りと日程が重なっていたため，最後に参加者の皆さんと
お祭りに参加しました．姫島では様々なところに車エビの養殖
場があり，新鮮でおいしい車エビをいただきました．

最後に
様々な地質的特徴を持つ姫島での見学会は私にとってよい経

験となり，また夜間勉強会での議論は刺激的なものとなりまし
た．それとともに私自身の勉強不足を痛感するものともなりま
した．今回の見学会においては，姫島村の堀内悠様，大分県の
恒賀健太郎様並びに本見学会参加者の皆さまと姫島村の皆様に
は感謝申し上げます．

【参加者】（敬称略順不同）
原口　強（大阪市立大），山中寿朗，大西雄二，奥西勇介，正
岡祐人（岡山大），下山正一（元九州大学），柴田知之，山田圭
太郎，福井　慧（京都大），石村大輔（東北大学），黒木貴一

（福岡教育大），北田奈緒子，井上直人（地域地盤環境研究所），
石本裕己，井藤理一朗（（株）宇部建設コンサルタント），平倉
瑤子（応用地質（株）），堀内　悠（姫島村），恒賀健太郎（大
分県），ほか大分県立国東高校の学生１名，

【世話人】
竹村恵二（京都大学），市原季彦（復建調査設計（株））計21名

院生コーナー

写真２：コンボリュートラミナの前での集合写真．

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の
４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内を目
安に，e- mailでいただければ幸いです．
13nd403y@vc.ibaraki.ac.jp 菅谷真奈美（茨城大）
kouzu_0419@geol.tsukuba.ac.jp 高津翔平（筑波大）
14nm310h@vc.ibarkai.ac.jp 羽田裕貴（茨城大）
k0231215@kadai.jp 山下大輔（熊本大）

写真３：観音崎の千人堂．お堂の周辺の露頭はほぼすべて乳白色の

黒曜石からなります．
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2016年度の会費払込について
一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2016年４月～2017年３月の会費額は

下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方 12月24日（木）に引き落としを行いました．
2016年度分会費は12月24日に引き落としを行いました．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．

これより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としされています．通帳には金額とともに「チ

シツカイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されておりますので，必ずご確認下さい．

２．上記以外の方（お振り込み）
12月中旬頃に請求書兼郵便振替用紙をお送りいたしました．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

３．自動引き落としをご利用下さい．
請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落としの申込をお願いいたします（2016年６月にも引き落とし手続きを致します）．自動引き落とし

による払込をより多くの会員に積極的に採用していただきたく，ご理解とご協力をお願いいたします．自動引き落としを希望する方は，「自

動払込利用申込書」をお送り下さい．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

2016年度（2016.4～2017.3）
学部学生割引・院生割引会費

申請受付中！

一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・
院生（研究生）については，本人の申請によりそれぞれ割
引会費が適用されます．該当される会員は所定の書式にて
申請書を提出してください（本誌別掲，郵送に限る）．
＜注意＞
１．2016年４月から社会人になる方は割引会費の申請はで

きません．
２．毎年更新となりますので，次年度会費について該当す

る方は，必ず申請してください．

最終締切：2016年3月31日（木）

災害に関連した
会費の特別措置のお知らせ

日本地質学会では，災害救助法適用地域で被災された会員の
方々のご窮状をふまえ，以下の措置を取らせていただきます．
「日本地質学会に届出の住居または勤務地が災害救助法適用

地域に該当する会員のうち，希望する方」は2016年度（平成28
年度）会費を免除することといたします．

2015年度において，災害により被害にあわれた方のうち，こ
の措置の適用を希望される会員は，①会員氏名②被害地域③被
災状況（簡単に）を明記し，学会事務局までお申し出下さい．
お申し出の方法は，郵送，FAX，e-mailのいずれでも結構です．
締切は，2016年２月24日（水）までとさせていただきます．

※通常の会費払い込みについては，上記「2016年会費払い込み
について」をご参照下さい．

2016年１月５日
日本地質学会　会計委員会

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

会員資格 2016年４月～2017年３月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2015年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2016年度会
費にのみ適用となります．

正会員 12,000円

〃　（院生割引）※　要申請 8,000円

〃　（学部学生割引）※　要申請 5,000円



最終締切（厳守）

2016年 3 月31日（木）
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本会正会員，東北大学名誉教授　尾田太良（おだ　もとよし）
先生は，平成27年10月25日に膵臓がんのため逝去されました．
享年69歳でした．平成21年に定年退職された後もお元気で仙台
におられたので，訃報を聞き信じられない思いです．

尾田先生は，昭和21年奈良県にお生まれになり，昭和44年に
秋田大学鉱山学部鉱山地質学科を卒業，東北大学大学院理学研
究科地学専攻に進学されました．後期新生代の日本周辺海域の
浮遊性有孔虫化石が，熱帯域とは種構成が異なる事に着目し，
北太平洋中緯度に適用可能な浮遊性有孔虫化石層序を確立し，
昭和49年に理学博士の学位を授与されました．昭和51年に東北
大学助手に着任され，第三紀―第四紀境界問題についての南欧
での学術調査，ニュージーランド地質調査所と米国のスタン
フォード大学の客員研究員，インド洋で行われた国際深海掘削
航海を経験されました．

昭和61年からの熊本大学在任中には，最終氷期以降の日本周
辺海域の古水温の変遷，黒潮・親潮の消長，日本海への対馬暖
流の流入時期などを明らかにされました．平成12年から東北大
学教授として赴任後は，西赤道太平洋および黒潮・親潮海域に
おけるプランクトンネットを用いた浮遊性有孔虫の生態に関す
る研究，セジメントトラップを用いた浮遊性有孔虫群集の季節
的変化及び海洋物質循環に関する研究を行い，その結果，浮遊
性有孔虫群集がエルニーニョ／南方振動（ENSO現象）に鋭敏
な応答を示すことを明らかにしました．尾田先生は，「東北大
学に来て一番良かったのは，我々地学のものが地球物理の大気
海洋の先生とディスカッションできたことだ」と言っておられ
ました．

尾田先生は，大学運営にも学協会の運営にも大きな貢献をし，
両大学の専攻長や東北大学の機関代表としての日本地球掘削科
学コンソーシアム理事など多くの委員を歴任されました．「汗
をかかないといけない」と言われたのが思い出されます．また，

「微化石研究マニュアル」の共同執筆やサマースクール等で微
古生物学の普及に尽力されました．

先生は「地球史の中で生物と環境の関連を見る」という点で
重要な功績を残して先立たれました．同じテーマを研究する私
たちも，尾田先生に育てられた若い研究者たちも，先生の意を
継いで研究を進めていくことでしょう．

ご家族と教え子たちとご友人に恵まれ，幸せな人生だったよ
うに思えます．謹んでご冥福をお祈りいたします．

（海保邦夫）

写真：2009年３月19日，東北大学での最終講義にて

追　悼

正会員　尾田太良先生を
偲んで



SMBCファイナンスサービス株式会社 

一般社団法人 日本地質学会 会 費 等 

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

蕁03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先） 
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選挙規則ならびに選挙細則に基づき，標記意向調査を実施いたしました．

法人の代表理事は法律により，理事会において選任することが定められています．学会の代表理事となる会長およびその

補佐役の副会長を選出するにあたり，会員の皆様の意向を伺うためにこの調査を行いました（※）．

意向調査の結果は，下記のとおりとなりましたのでご報告いたします．

１）意向調査の実施結果

有権者総数 3790名

意向調査用紙発送数 3725通

総投票数 903通

２）開票結果 （白票　29通，無効　６通）

会長意思表明者（得票数）

1 渡部 芳夫（834）

副会長意思表明者（得票数）

1 山本 高司（800）

2 松田 博貴（825）

※理事会規則第２章　役員の選任，第３条（会長，副会長，執行理事の選任）参照．

第２章　役員の選任

（会長，副会長，執行理事の選任）

第３条　理事会は，役員改選後の第１回理事会において，会長および副会長候補者を選任する．なお，選任にあたっては，

会員の意向投票を尊重する．

会長・副会長立候補意思表明者にたいする
意向調査結果報告

2016年１月13日

一般社団法人日本地質学会　

選挙管理委員会委員長　金澤 直人

開票立会人　巌谷 敏光

開票立会人　村上 瑞季
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年頭にあたって（一般社団法人日本地質学会　会長　井龍康文）
日本地質学会第123年学術大会（東京・桜上水）開催通知
会長・副会長立候補意思表明者にたいする意向調査結果報告

こんな作品を大募集

狡一般社団法人日本地質学会　〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F 電話03-5823-1150
Fax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jp
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地質学雑誌　第122巻　第1号（通巻1444号）付録　平成28年1月15日発行（毎月1回15日発行）

第6回惑星地球フォトコンテスト：ジオパーク賞「太古の跡の砂滑り」
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